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近年，超短パルス光は，その非常に短い時間

幅を生かして科学・技術の様々な分野で用いら

れている。そこでは，超短パルスの包絡線の振

幅と位相を求めることが重要であるため，今ま

で種々の方法が提案されてきた。最近，空間領

域の画像復元分野で開発された位相回復法の

一つであるタイコグラフィー法を，超短パルス

の振幅と位相の再生に用いる手法が提案され

たሾ1ሿ。これは，同種の反復位相回復法を利用

して 1990年代に開発された有名な FROG法ሾ2ሿ

の改良版であり，従来よりも少ないデータ量で

安定した再生が示されている。	

本報告では，反復法を用いない解析的な位相

回復法を超短パルス再生に適用して，従来より

もさらに少ないデータ量で再生する新しい手

法について述べる。	

Fig.1 Schematic of the measurement system.	

Fig.	1は，本方法で想定した計測装置の概略

図であり，Fig.	2が計算機シミュレーションの

一例である。Fig.	1の左側からガウス振幅（位

相一定）のパルス（波長 800nm）をビームス

プリッター（BS	 1）に入射させて 2分割して，

試料ሺSPሻとパルス成形器（PSA）にそれぞれ入

射させる。試料から出てきた信号パルスを Fig.	

2ሺaሻとおいた。成形器で時間幅を広げたガウス

パルスを BS	 4で 2分割して時間差をつけたパ

ルスが Fig.	2ሺbሻの実線と破線である。このパル

スの広がりは BS	 2と分光器ሺSPEC	 1ሻで測定で

きる。Fig.	2ሺbሻのガウスパルスをゲートパルス

として BS	 3で 2分割した信号パルスと共に非

線形結晶板ሺBBO	1,	2ሻに入れて第 2高調波を発

生させ，そのスペクトル振幅を SPEC	2,	3で測

定する。Fig.	2ሺcሻの黒線と赤線が，それぞれ Fig.	

2ሺbሻの実線と破線のゲートを用いた場合のス

ペクトル振幅である。Fig.	2ሺdሻの黒線が 2ሺcሻの

2 つの振幅から再生した信号パルスの振幅と

位相であり，赤の破線が元のパルスである。	
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Fig. 2. Pulse reconstruction in computer          

simulations. 
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